
地域森林計画（案）について

令和５年１２月１８日

県庁 ２０１会議室
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令和５年度新潟県森林審議会

森林計画とは？

・森林計画制度の概略から説明
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新潟県
３
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日本の森林は大切！

• 雨が多い気候、急峻な地形
→国土保全・水源涵養

• 住宅などの木材供給源

– 資源小国日本における貴重な資源、
しかも再生可能！

• その他、二酸化炭素の吸収、
生物多様性保全、保健レクリエーション・・・

• かつては燃料（薪・炭）供給源

江戸
時代

明治

（森林面積の増減イメージ）

昭和 平成

燃料

人口増加・建築

燃料

殖産興業

M27 日清戦争

M30一次森林法

M37日露戦争

M40二次森林法

燃料

S16太平洋戦争

S26三次森林法

戦後復興の植栽及び
燃料革命により薪炭林
から用材林への転換

燃料

住宅
資材

復興期の植
栽が成林

でも、

用材の国産
材自給率
40.7％（R4）

（最低値はH14
18.8%、近年は

バイオマス発電
の燃料需要増）

大正 4

でも・・・

令和

ウッドショック
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そこで、森林計画

• 長期的な視点に立った、

• 計画的かつ適切な森林の取扱いを推進す
るための計画をたてる

• 森林法において定められている。

• 具体的には、目安となる計画量（主に以下
のもの）や施業の方法などを定めています。

– 伐採立木材積（主伐・間伐）

– 造林面積

森林・林業基本計画

政府（R3.6）

全国森林計画（１５年計画）

（民有林） （国有林）

農林水産大臣（R5.10）

市町村森林整備計画（１０年計画）

市町村長（R6.3）

知事（R5.12）

森林経営計画（５年計画）

森林所有者等

国有林の地域別の

森林計画（10年計画）

森林管理局長

森林計画制度の体系

地域森林計画（１０年計画）
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即して

即して

適合して

適合して



7 7

8



9

10



全国森林計画の趣旨

全国森林計画は、農林水産大臣が森林法第４条の規定に基
づき、森林･林業基本 計画に即して、５年ごとに 15 年を１期と

してたてる計画（令和６年４月１日から 令和 21 年３月 31 日の
15 年間）。
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都道府県知事がたてる地域森林計画等の指針として、森林の
整備及び保全の目標、 伐採立木材積や造林面積等の計画量
、施業の基準等を示すもの。

全国森林計画の概要
○ 現行計画変更（令和３年６月）以降に生じた情勢の変化や新たな施策の
導入を 踏まえて、以下の内容について記述を追加、充実。

花粉発生源対策の加速化、盛土等の安全対策の適切な実施、木材合法性確認の取組強化、林業労
働力の確保の促進、小規模林発への対応、高度な森林資源情報の整備・活用 （詳細は参考資料のとおり）

○ 広域的な流域（44 流域）ごとに定めている①森林整備及び保全の目標
、②伐採 立木材積、③造林面積等の計画量について、森林・林業基本計
画に示されている 目標等の考え方に即し、新たな計画期間に応じた計画
量を算定。
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【森林の整備及び保全の目標】 【計画量】

・主伐伐採立木材積は増加
・間伐から主伐へシフト
・造林・天然更新は増加

Point

※変化率が100％未満の場合は赤字表記

現況 計画期末 差分

育成単層林 10,099 9,801 -298

育成複層林 1,110 1,727 617

天然性林 13,816 13,497 -319

区分

森林面積
（千ha）

現計画量 新計画量
変化率
（%）

総数 83,423 88,889 (106.6)

主伐 39,345 54,458 (138.4)

間伐 44,078 34,441 (78.1)

人工造林 1,020 1,375 (134.8)

天然更新 571 792 (138.7)

6,774 5,886 (86.9)

区分

伐採立木
材積

（万m3）

造林面積
（千ha）

間伐面積(参考)（ha）



地域森林計画とは

・地域森林計画は、全国森林計画に即し、森林関連
施策の方向や地域の特性に応じた望ましい森林の
姿を目指し、そのために必要な整備・保全の目標及
び計画量などについて定めるもの。これは、市町村
森林整備計画を策定するための指針となる。

・新潟県は下越、中越、上越、佐渡森林計画区の４
つの計画区からなる
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地域森林計画と県の施策との関係

• 県の森林資源の管理計画

• 森林の整備及び保全に関する目標等

• 全国森林計画に即し、市町村森林整備計画の規範

• 県の農林水産業の政策の方向をより具体化した

計画

地域森林計画（森林法第5条）

農林水産業政策推進計画

（にいがたＡＦＦリーディングプラン）

☆整合を図る☆
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地域森林計画書の構成
章 名称 主な内容 対象計画区

第１ 序章

基本的な考え方等

全計画区

各計画区の概況

第２
指針等（共通事

項）
市町村森林整備計画
の規範

全計画区

第３
佐渡森林計画
区の計画量等

（樹立）

森林の区域、計画量等

樹立計画区

計画箇所等

第４

下越、中越及
び上越森林計
画区の計画量

等（変更）

森林の区域、計画量等

変更計画区

計画箇所等

第５ 参考資料
森林・林業の概況・動
向等の参考資料

全計画区

R５地域森林計画の樹立・変更
＜R5.12 森林審議会＞
・ 「全国森林計画」の変更に伴い、「指針等（共通事項）」、

「計画量」を変更
・花粉発生源対策の加速化、花粉発生源の伐採・植替え等を促進

・盛土規制法等

・【樹立】佐渡森林計画区

【変更】下越、中越、上越森林計画区

16
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森林整備及び保全の目標
（現況と計画期末）

23.3%

(12,958ha)

22.9%

(12,747ha)

←0.6%

(325ha)

←1.1%

(606ha)

76.1%

(42,334ha)

76.0%

(42,265ha)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現況

(189m3/ha)

計画期末

(207m3/ha)

割合

（面積ha）

時点

（蓄積m3/ha）

林型区分の割合（佐渡森林計画区）

育成単層林 育成複層林 天然生林
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地域森林計画の計画量（全計画区）

・主伐伐採立木材積は増加
・間伐から主伐へシフト
・造林・天然更新は増加

Point

現計画と新計画の比較（10年間）

※変化率が100％未満の場合は赤字表記

現計画量 新計画量
変化率
（%）

総数 4,103 3,751 (91.4)

主伐 1,927 2,600 (134.9)

間伐 2,176 1,151 (52.9)

人工造林 3,036 3,810 (125.5)

天然更新 3,132 3,844 (122.7)

35,345 13,919 (39.4)

造林面積
（ha）

間伐面積（ha）

新潟県

区分

計画区

伐採立木材積
（千m3）



下越森林計画区

森林区域：16万ha

森林資源量：295千㎥増

森林区域と資源量の変化

佐渡森林計画区

森林区域： ：6万ha

森林資源量：104千㎥増

中越森林計画区

森林区域：23万ha

森林資源量：281千㎥増
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上越森林計画区

森林区域：12万ha

森林資源量：156千㎥ 増

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

18,000,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 以 上 16 以 上 17 以 上 18 以 上 19 以 上 20 以 上
21

以
上 以 上

20

森林資源の推移
（ H24 とR4の比較）

10年間で12齢級（56～60年生）から14齢級（66～70年生）に
ピークシフト

→ 間伐から主伐へシフト

H24 R4材積（m3）

齢級

利用期（４５年生以上）



【樹立】佐渡計画区の概況

〇佐渡市が対象（離島）

○民有林面積59千ha（全県565千haの11％）

○人工林率21.8%（県平均24.9％）
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粟島浦

佐渡

村上

関川
胎内

新発田

聖籠

新潟
阿賀野

糸魚川

上越

妙高

柏崎

津南

湯沢

南魚沼

十日町

小千谷

魚沼

刈羽

長岡

阿賀

加茂

三条

見附出雲

崎

五泉弥彦
燕

田上

〇スギ人工林で利用期を迎えた森林が約7割

○民有林蓄積11百万㎥（全県108百万㎥ の10％）

うち人工林5百万㎥ 、天然林6百万㎥

○素材生産量は５千㎥（全県236千㎥ の２％）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
21

以
上

（ha）

（齢級）

利用期（４５年生以上）

【樹立】佐渡計画区の概況
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○素材生産拡大に向けて島外移出

〇木材の用途は、製材用、住宅資材、合板、チップ

（例）木材共販市場、新潟合板（新潟市）、酒田港（山形県）

〇主伐から植栽の一貫作業による循環型林業への取組

○森林資源の活用に向け、森林所有者から消費者までを

つなぐ、仕組みづくり つなぐプロジェクト R4：１地区

〇建設業等の異業種から林業への参入



【樹立】 佐渡森林計画区の実行量

23
＊R5は見込み
※変化率が100％未満の場合は赤字表記

前々実行量
（H26～H30）

実行量の
変化率
（%）

総数 107 64.1 (59.9) 60.4 (106.1)

主伐 29 12.5 (43.1) 10.2 (122.5)

間伐 78 51.6 (66.2) 50.2 (102.8)

人工造林 43 2.9 (6.7) 15.4 (18.8)

天然更新 64 26.0 (40.6) 8.2 (317.1)

1,222 653.8 (53.5) 619.2 (105.6)

1.2 1.1 (91.7) 1.8 (61.1)

18,696 18,313 (98.0) 17,538 (104.4)

52 31 (59.6) 37 (83.8)

計画区 佐渡

治山事業（地区）

伐採立木材積
（千m3）

造林面積
（ha）

間伐面積（ha）

林道開設延長（km）

保安林面積（ha）

＜参考＞
実行
歩合
（%）

前実行量
（H31～R5*）

前計画量
（H31～R5）

区分

（参考）地域森林計画の実行量（全計画区）
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＊R5は見込み
※変化率が100％未満の場合は赤字表記

前実行量
（H31～R5*）

前々実行量
（H26～H30）

実行量の
変化率
（%）

総数 1,352.1 1,083.2 (124.8)

主伐 666.7 358.1 (186.2)

間伐 685.4 725.1 (94.5)

人工造林 83.0 272.2 (30.5)

天然更新 1,355.9 500.6 (270.9)

7,307.5 8,636.6 (84.6)

計画区 新潟県

区分

伐採立木材積
（千m3）

造林面積
（ha）

間伐面積（ha）



【樹立】 佐渡森林計画区の計画量
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※10年間の計画量
※変化率が100％未満の場合は赤字表記

・主伐伐採立木材積は増加
・間伐から主伐へシフト
・造林は増加、天然更新は減少

Point

現計画量
（H31～R10）

新計画量
（R6～R15）

変化率
（%）

総数 238 152 (64.0)

主伐 67 69 (103.7)

間伐 171 83 (48.4)

人工造林 101 105 (104.4)

天然更新 150 126 (84.0)

2,527 937 (37.1)

7.0 5.8 (82.9)
19,012 20,344 (107.0)

72 53 (73.6)治山事業（地区）

造林面積
（ha）

間伐面積（ha）

佐渡

区分

計画区

伐採立木材積
（千m3）

林道（km）
保安林面積（ha）

（参考）伐採立木材積における計画量

割振りの考え方
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①全国森林計画で、全国の44流域で計画量を設定
②うち２流域の一部を新潟県に割当
③②を県内の各計画区に割振り

阿賀野川流域 → 下越計画区
信濃川流域 → 中越、上越、佐渡計画区

④信濃川流域の主伐：素材生産量の実績、間伐：人工
林の分布で割振り

⑤信濃川流域における各現計画量に対し、各新計画
量が大きく変動していないか確認（２割増減）

信濃川流域
信濃川流域



各森林計画区の計画期間
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【樹立】 佐渡森林計画区の計画量
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※10年間の計画量
※変化率が100％未満の場合は赤字表記・主伐伐採立木材積は増加

・間伐から主伐へシフト
・造林は増加、天然更新は減少

Point

現計画量
（H31～R10）

新計画量
（R6～R15）

変化率
（%）

総数 238 152 (64.0)

主伐 67 69 (103.7)

間伐 171 83 (48.4)

人工造林 101 105 (104.4)

天然更新 150 126 (84.0)

2,527 937 (37.1)

7.0 5.8 (82.9)
19,012 20,344 (107.0)

72 53 (73.6)治山事業（地区）

造林面積
（ha）

間伐面積（ha）

佐渡

区分

計画区

伐採立木材積
（千m3）

林道（km）
保安林面積（ha）
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【変更】下越・中越・上越計画区の計画量

※10年間の計画量

※各計画区の計画期間は、下越：R2～R11、中越：R5～R14、上越：R3～R12
※変化率が100％未満の場合は赤字表記

現計画量 新計画量
変化率
（%）

現計画量 新計画量
変化率
（%）

現計画量 新計画量
変化率
（%）

総数 2,146 2,150 (100.16) 1,142 1,020 (89.30) 577 430 (74.44)

主伐 1,236 1,668 (134.96) 416 626 (150.37) 208 237 (114.02)

間伐 910 481 (52.91) 726 394 (54.31) 369 192 (52.13)

人工造林 1,908 2,439 (127.81) 622 857 (137.79) 405 409 (100.91)

天然更新 1,958 2,351 (120.09) 622 989 (159.07) 402 377 (93.82)

18,793 5,034 (26.79) 9,191 5,334 (58.04) 4,834 2,614 (54.07)

造林面積
（ha）

間伐面積（ha）

下越 中越 上越

区分

計画区

伐採立木材積
（千m3）


